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とう　もろこし交7号の密植栽培試験

橋本　　嘉・佐藤　洋孝・荒田　金三

（福島県畜試）

1．ま　え　が　き

とうもろこし交7号は本県の奨励品種として，すでに

普及に移されているが，本品種の特性からみて，従来よ

りも密植し，多肥することにより単位面撥当りの収量を

高めることができると思われる。

そこで長交161号を比較品種として，多肥条件をも加

味しながらその密植適応性について検討し，結果を得た

ので報告する。

2．試　験　方　法

試験区の構成は栽植様式及び施肥量を第1表，第2表

のとおりとし，1区面暦10．8㌦の2区制とした。

播種は5月6日に行ない，一応収穫時期を乳熟期とし，

第1表　栽　植　様　式

第2表　施　　　肥　　　量　（軸／α）

＼　t尿素座燐座加座可消石灰
標準区

多肥区

交7で8月17日，長交161で8月28日，それぞれ刈頼

り，項目ごとに次の要領により調査した。

1．辞長拘，着雌穂高（軌葉重．茎重，雌穂重……各

区20個体　計40個体の平均値

2．着雌穂高比率…‥個／㈹×100（％）

3．α当り生草収量・・・・‥1と同じ標本から1個体当り

の重量を求め，α当り株数（標準植417株．密植833

株として）から換算

4．病虫害．倒伏……1．3）と同じ標本40個体中の割合

3．経過の概要

各区とも良好な発芽を示したが，播種後22日日の5月

28日鳩に摘食され，柿種粒数の約10％の被害を受けた。

しかし，5月31日，間引と同時に禍根を行なったゝめ，

以後の調査に支障はなかった。

生育期間を通じて．気象条件は比較的平穏に経過した

が，8月23日から24日にかけて，強い雨に遇い，長交

161の一部の区でかなりの倒伏を示した。

4．試　験　結　果

1．α当り生革収量

α当り生草収量は第3表のとおりであるが密植区が第

1位から第4位までしめ，密植対標準権の比較では明ら

かに密植多収でその差は高い確率で有意であった。

1しかし，これら上位4着相互間における品種，施肥量

による収量変化には有意差は認められなかった（第4

第3　表　　α当り生草収量その他
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表，第5表）．

2．密穂と個体変化

密植区は生殖生長の速度がやゝ鈍く，垂直生長が著し

く，梓長，着雌穂高ともに高くなった（第1図）が各部

位の1個当りの重量は軽くなり，いわゆる軟弱徒長気味

の傾向にあった。第3表のとおり抽堆期では差がないが

抽絹糸期ではl～4日遅れている。

また，第6表が1個体当りの重量であるが，各部位と

も，密植区が劣っている。
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第1図　標準椎を100とした時の密椿の割合

3．病　虫　害

収量調査時における病虫害による被害株割合は第4表

のとおりであるが，アワノメイガは両品種とも多肥育植

区に多発しているようにみえた。

列　　　の　　　蓑

1長交161（多・密）

2交　　7（多・密）

3交　　7（梗・密）

4長交161（標・密）

to．05　sa＝216

to．01sa＝305

to．00l s占＝435

5長交161（標・標）

6長交161（多・凛）

7交　　7（多・標）

8交　　7（標・標）

第6表　部位別重量病虫害及び倒伏

雌
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第2図　生草収量，倒伏及び病虫害の割合

第3図　倒伏を除いた生草収量（軸／α）

4．倒　　　伏

刈取時期の関係もあるが長交161の多肥密植区が58

％，同じく標肥密植K5％．同じく多肥標準植区39あの

割合で倒れた。

交7の各区および長交161の標肥標準植区では倒れな

かった。

4．考　　　　　察

α当り収量は刈額操作上，倒伏個体をも含めたもので

あり，第1位をしめた長交161の多肥密植区には38％の

倒伏が含まれている。実用的収量と云う見地から問題で

あり．2，3位の収量を示した交7の優位が認められて

よいと思われる。

機械的に倒伏個体を除いたのが第3図であるがこの序

列でも第1位の交7の密植多肥区から第4位の長交161

の密植多肥までの収量に有意差はなかった。

また，栄養収量に関係が深いと思われる葉重と雌穂重

について∴標準植区を100とした時の密植区の割合をみ

ると第4回のとおりとなり，長交161に比べ，交7は正
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第4図　標準植を100とした時の密椿の割合

第5固　辞長，着雌穂高とその比率

規の生長にやゝ近い生長を示したことがわかる。

次に倒伏についてみると．や密椎と多肥ク　という条件

は倒伏を招く取本原因であるがとうもろこしの場合，雌

稔の着生位置の高低が問題であり，特に悍長とその比

率，すなわち着雌穂高比率が大きく影響すると推定でき

る。

稗長．者雌穂高及びそれらの比率を示したのが第5図

であり．明らかに長安161の裾椎区でその比率が高くな

っている。

結局，交7はかなり密租しても，その宋音生長，生殖

生長ともに影響される度合が比較的軽く．L美がって倒

伏に耐へる力も敬いことゝなる。

その密棒適応性は別当に大きいものと思われる。

5．む　　す　　ぴ

しかし，その密植程度の限界．最適栽植密度及び密度

による栄養収量などについて不明な点が多いので．引続

き次年度以降も検討したい。


